
2022〜2023年度活動報告書・決算書

過去の教育活動実績

現在のコミュニティ参加状況

43都道府県から約300名中高生 10カ国以上の大学に進学した約50名の海外大生
(※応募フォームからのデータ抽出)

海外大学生の在籍校例:
ミネルバ大学(米国)、ケンブリッジ大学(英国)、カリフォルニア大学バークレー校(米国)、メルボルン
大学(オーストラリア)、マサリク大学(チェコ)、IE大学(スペイン)、国立台湾大学(台湾)、浙江大学(中
国)、西江大学(韓国)、モナシュ大学(マレーシア)、アトランティック工科大学(アイルランド)等

教育活動実績

1. グローバルな進路選択に挑戦する中高生のコミュニティの共創PBL
(2022年6月~現在)

デザイン思考のCo-creationをベースに、グローバルな進路選択の当事者である中高生自ら
が、自身の欲する機会、環境、学びについて考え、同世代とのコミュニティ構築に挑戦する。



2022年度は50名の中高生が、海外大生のサポートの下、0からオンラインコミュニティ創りに
挑戦。

2023年度にプロジェクトを一般公開してからは新規メンバーも加入し、SNS運営や新規イベ
ント企画、部活動立ち上げなどにチャレンジできる仕組みを更に拡大し続けている。

運営に関する探究活動例 (2023年度):
-中高生コミュニティマネージャー
- クラウドファンディング企画・実行チーム
- 52Hz SNSチーム
- クジラ漂流記構想 (52Hzメンバーのグローバルな進路選択への挑戦をまとめた体験記)
- 52Hz公式WEBサイト制作

2. 先輩、同世代との交流からグローバルな進路選択について考える機会の提供
(2022年6月~現在)
定期交流会、1-on-1奨励、毎週開催の海外大学生Office Hour (海外大学生と何でも雑談・
相談できる1時間)を通して、地元では出会えないグローバルな進路選択に挑戦する同世代
の中高生、海外大学生と越境した学び合いの機会を提供。

　　　　　　　　　　　　

3. 学校の枠を超えたボーダレスな探究活動支援
地元では学校の制約や仲間不足で実現が難しい探究活動の実現を支援。

実施例:
- (中高生発案)哲学的対話に一緒にチャレンジする会 (2022年6月~現在)
-ソーシャルビジネスを考えてみよう。公益社団法人ジュニアアチーブメント日本が開催する
ソーシャルビジネスコンテスト、Social Innovation Relayに10名3チームが挑戦し、全チーム
が二次予選進出。2チームが全国大会へ出場し、1チームが準優勝。(2023年秋~2024年春)
-株式会社リクルートと北海道東川町が共同で実施した学びの祭典、LIP FESに、52Hzの高
校生3名を無料招待。LIP FESの登壇者として東川町を訪問。(2023年夏)
- NHKの教育番組「ニュー試」に52Hzの中高生4名を特別招待。2024年4/6放映回の収録に
チャレンジ。(2024年春)
-香川県さぬき市の地方創生に挑戦するさぬきピアラーニングハブと、新規地方創生プロ
ジェクトを壁打ちしてみよう。(2023年夏~2024年春)
- (中高生発案)模擬国連部をつくろう



グローバルな進路選択について考える講演・ワークショップ

- 世界各国の日本人海外大学生との不定期交流会(2022年6月から過去数回開催)
- (中高生発案)海外大学生による、実際の授業を体験できる学問講座 (2024年春~)
- 現役日本人Googleエンジニアと考える夢の叶え方 (2024年2月)
- ELSA JAPANコラボワークショップ、英語インフルエンサーDAISUKE氏による留学希望者向
けELSA SPEAK活用ワークショップ(2023年秋)

- (中高生発案)グローバル進路選択専門家、白川寧々氏との座談会(2024年初旬)

参加者の声(一部抜粋)

・学校では出会わない大学生や同じような目標を持った中高生に出会えたこと。年がそんなに変わら

ないのに色々な分野で様々な活動をしている人がいて刺激をもらえる。コミュニティー内でも色々な

挑戦ができて楽しい。

・高校には海外大志望の人がいないので、52Hzに来ることで、同じ志を持つ仲間たちと自信を持っ
て行動できること。

・出会った素晴らしい仲間とコンテストに出たら、全国大会に進む事になった。

・海外大進学が遠い夢ではなく、現実的な選択肢で、可能性は0じゃないと知れた

・マイナーな選択肢を志す身として、苦しいのは自分だけじゃないと知れ、沢山の先輩から話を聞け

る事でモチベの源ができた

・困ったとき（出願直前のCommon Appに関する質問など）すぐにコメントをもらえて本当に助かりま
した！

・ここに参加することで課外活動や、IB生のチャンネル、奨学金のチャンネルなど多くの情報を一度
に確認することができるので、進路へのスゴい絶大な力になっています！

・多くのビジネスコンテストは1人では出場できず、学校では仲間が集まらなかったので、52Hzが無
ければ一生参加できませんでした。 初めての参加でリーダーとして上手くいかないことも多くありまし

た。ですが、そのたびに向上心を持つ素晴らしい仲間に支えられ、ファイナリストに残ることが出来ま

した。社会問題の深刻さ、「やりたい」と「実現」の間に大きな溝を実感しましたが、社会性が身につ

き、夢に一歩近づいた最高の経験でした。（52Hzの仲間とビジネスコンテストに参加したメンバーか
らの感想）

参考資料URL
52Hz概要



https://camp-fire.jp/projects/view/722073?list=watched_projects
52Hz活動報告+広報
https://www.instagram.com/52hz_worldwide/
52Hz初期コンセプト
https://x.com/ryogabroad/status/1685243935030214656?s=20
52Hz創設者インタビュー
https://www.hotosena.com/article/15012896
https://www.youtube.com/watch?v=lnxK_Ehu7pY
52Hz参加海外大学生による解説
https://ray-globallife.com/52hz-introduction/

プロジェクトサポーター

https://camp-fire.jp/projects/view/722073?list=watched_projects
https://www.instagram.com/52hz_worldwide/
https://x.com/ryogabroad/status/1685243935030214656?s=20
https://www.hotosena.com/article/15012896
https://www.youtube.com/watch?v=lnxK_Ehu7pY
https://ray-globallife.com/52hz-introduction/




直近決算の決算資料

概要

2022年6月の発足から2024年3月まで任意団体としての運営につき、支出収入共に雑
費を除きなし。該当期間は有志学生の無給ボランティアにて運営。

2024年3月31日、クラウドファンディングにて運営資金218万円を調達。
https://camp-fire.jp/projects/view/722073?list=watched_projects
同年3月19日一般社団法人化。現在、資金増強のため留学支援事業者などとの大型ス

ポンサー契約（400〜500万円程度）の締結に向けて交渉中（下記予算は応募時点で確
保している自己資金をもとに策定したもの）。

2024年度予算案
組織の主要な運営に関わる人件費(理事報酬等): 55万円
通信費 (サーバー代、クリエイティブ系サブスク費用等): 10万円
その他人件費(海外大学生Office Hour・中高生運営メンバーへの謝礼等): 10万円
伴走プログラム関連費: 130万円 +三菱みらい育成財団助成
オフライン交流促進費 (オフライン交流会開催に関わる費用): 10万円
探究学習・課外活動・プロジェクト支援金: 5万円

計 220万円 +三菱みらい育成財団助成

https://camp-fire.jp/projects/view/722073?list=watched_projects

